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『
秋
夜
長
物
語
』
の
絵
巻
と
奈
良
絵
本
に
つ
い
て

―
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
の
絵
巻
を
中
心
に
―

金キ
ム　

有ユ

珍ジ
ン

は
じ
め
に

御
伽
草
子
の
稚
児
物
の
代
表
作
『
秋
夜
長
物
語
』
は
、 

山
門 

（
比
叡
山
）
の
僧
桂
海
と
寺
門
（
三
井
寺
）
の
稚
児
梅
若
の
恋
愛
が
発
端

と
な
っ
て
山
門
と
寺
門
が
合
戦
に
至
り
、
顛
末
を
知
っ
た
稚
児
は
入
水
、
桂
海
は
瞻
西
上
人
と
名
乗
り
遁
世
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

実
在
人
物
の
瞻
西
上
人
に
仮
託
し
、
山
門
と
寺
門
の
確
執
を
物
語
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
結
末
で
は
稚
児
は
石
山
観
音
の
変
化
で
、
事

件
の
一
部
始
終
は
人
々
を
仏
道
に
導
く
た
め
の
観
音
の
方
便
で
あ
る
と
説
く
。
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
奥
書
の
古
写
本
の
存
在
や
そ

の
形
態
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
、
絵
巻
の
伝
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
秋
夜
長
物
語
』の
主
要
伝
本
は
、平
沢
五
郎
氏
に
よ
る
解
題
・
翻
刻
が
あ
り
、『
室
町
時
代
物
語
大
成
』に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
①
。
ま
た
、

松
本
隆
信
氏
に
よ
る
簡
略
な
解
説
が
あ
る
②
。
本
物
語
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
長
く
享
受
さ
れ
、
写
本
、
絵
巻
、
古
活
字
版
、
版
本

な
ど
多
く
の
伝
本
が
伝
わ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
秋
夜
長
物
語
』
の
絵
巻
・
奈
良
絵
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
③
。

【
絵
巻
】

①
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
（
幸
節
静
彦
旧
蔵
）〔
室
町
中
期
〕
大
三
軸

②
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
〔
室
町
末
〕
大
二
軸

③
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
〔
寛
文
～
元
禄
〕
大
三
軸
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④
田
中
親
美
旧
蔵　

一
軸
（
所
在
不
明
）

【
奈
良
絵
本
】

①
武
田
祐
吉
旧
蔵　

横
本
三
冊
（
焼
失
）

②
横
山
重
旧
蔵　

武
田
祐
吉
旧
蔵
本
（
①
）
の
副
本
（
所
在
不
明
）

③
徳
江
元
正
蔵　

横
本
三
冊
（
挿
絵
欠
）

④
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館
蔵
　
横
本
一
冊
（
零
本
）

⑤
石
川
透
蔵　

横
本
断
簡
二
枚

近
年
、
御
伽
草
子
の
絵
入
本
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
な
中
、『
秋
夜
長
物
語
』
の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
に
対
す
る
研
究
は
解
題
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
数
も
多
く
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
今
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
絵
巻
③
東
京
大
学

国
文
学
研
究
室
蔵
本
（
以
下
、
東
大
国
文
本
）
を
分
析
し
、
絵
巻
②
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
永
青
文
庫
本
）
及
び
奈
良
絵
本

④
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館
蔵
本
（
以
下
、
ソ
ウ
ル
大
本
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

１
．
東
大
国
文
本

東
大
国
文
本
は
、
紙
本
著
色
の
絵
巻
で
全
三
軸
、
寛
文
～
元
禄
期
の
制
作
と
さ
れ
て
い
る
④
。
箱
付
で
、
表
紙
は
原
装
唐
草
緞
子
紺
色
、

題
簽
は
あ
る
が
題
名
は
な
い
。
詞
書
の
判
紙
は
金
泥
草
花
紋
様
で
、
裏
面
は
胡
粉
、
雲
母
引
き
、
伝
来
が
分
か
る
箱
書
や
奥
書
等
は
な
い
。

上
巻
は
詞
書
・
絵
八
段
、
中
巻
は
詞
書
・
絵
五
段
、
下
巻
は
詞
書
八
段
・
絵
七
段
か
ら
な
る
。
本
文
は
、
細
か
い
異
同
は
少
々
あ
る
が
、

流
布
本
系
の
古
活
字
版
平
仮
名
十
一
行
本
に
も
っ
と
も
近
い
⑤
。
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以
下
、
永
青
文
庫
本
の
図
様
と
の
比
較
を
通
じ
て
東
大
国
文
本
の
特
質
を
述
べ
て
い
く
が
、
全
体
を
概
観
す
る
た
め
に
【
別
表
１
】

に
詞
書
の
段
落
区
分
を
示
し
⑥
、【
別
表
２
】
に
東
大
国
文
本
の
絵
を
中
心
に
各
段
の
絵
を
入
れ
、
図
様
の
引
用
関
係
を
ま
と
め
た
。
永

青
文
庫
本
は
絵
十
九
段
に
二
十
八
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
⑦
、
こ
の
よ
う
に
絵
一
段
に
複
数
の
場
面
が
描
か
れ
る
場
合
は
絵
１
‐
１
、

絵
１
‐
２
の
よ
う
に
表
記
し
た
（
東
大
国
文
本
も
同
様
）。
絵
の
図
様
が
異
な
る
場
合
で
も
描
か
れ
て
い
る
場
面
が
同
じ
で
あ
る
場
合
は
、

同
列
に
し
て
い
る
。

２
．
東
大
国
文
本
と
永
青
文
庫
本
と
の
関
係

永
青
文
庫
本
は
上
下
二
巻
の
絵
巻
で
、
上
巻
は
詞
書
・
絵
十
一
段
、
下
巻
は
詞
書
九
段
・
絵
八
段
か
ら
な
る
⑧
。
大
倉
隆
二
氏
に
よ
る

美
術
史
の
観
点
か
ら
の
論
考
が
あ
り
、
十
五
世
紀
中
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
⑨
。
本
文
は
第
五
類
で
同
類
の
他
本
は
な
い
⑩
。【
別
表
２
】
で

整
理
し
た
よ
う
に
、
東
大
国
文
本
は
全
二
十
三
場
面
の
う
ち
十
七
場
面
に
お
い
て
永
青
文
庫
本
の
図
様
を
引
用
し
て
い
る
。
以
下
、
そ

の
詳
細
を
見
て
い
く
が
、
た
だ
し
、
永
青
文
庫
本
の
図
様
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
東
大
国
文
本
が
永
青
文
庫
本
か
ら
直
接
、
絵
を
写
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
。

1）
　
永
青
文
庫
本
の
同
場
面
の
図
様
か
ら
の
引
用

永
青
文
庫
本
の
図
様
か
ら
の
引
用
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
詞
書
上
、
永
青
文
庫
本
と
同
じ
場
面
に

そ
の
図
様
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
東
大
国
文
本
の
絵
、
全
二
十
三
場
面
の
う
ち
十
五
場
面
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

こ
れ
ら
の
場
面
は
、
背
景
の
相
違
や
群
衆
の
省
略
な
ど
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
図
様
の
引
用
が
顕
著
に
見
て
取
れ
る
。
特
に
人
物
は
仕

草
の
細
部
ま
で
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。
以
下
、【
別
表
２
】
に
従
っ
て
簡
単
に
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
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ま
ず
、
東
大
国
文
本
上
巻
・
絵
１
は
、
桂
海
が
あ
る
稚
児
の
夢
を
み
る
場
面
で
あ
る
が
、
永
青
文
庫
本
と
は
建
物
の
様
子
は
異
な
る

も
の
の
、
帳
か
ら
顔
を
出
し
て
い
る
稚
児
や
そ
の
前
で
う
た
た
ね
し
て
い
る
桂
海
の
様
子
は
同
様
で
あ
る
。
上
巻
・
絵
２
は
、
夢
に
見

た
稚
児
と
そ
っ
く
り
な
梅
若
を
垣
間
見
る
場
面
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
は
多
少
相
違
す
る
が
、
桂
海
と
梅
若
の
仕
草
は

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
上
巻
・
絵
３
は
、
座
敷
の
様
子
は
少
々
異
な
る
が
、
童
と
僧
侶
た
ち
の
位
置
関
係
や
仕
草
は
同
じ
で
あ
り
、
右
に

桂
海
と
梅
若
の
従
者
の
桂
寿
が
分
か
り
や
す
く
配
置
さ
れ
て
い
る
⑪
。上
巻
・
絵
５
も
人
物
の
様
子
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。次
の
巻
に
移
り
、

東
大
国
文
本
中
巻
・
絵
１
は
出
奔
し
た
梅
若
と
桂
寿
が
天
狗
に
騙
さ
れ
て
拉
致
さ
れ
る
と
い
う
寺
門
と
山
門
の
合
戦
の
契
機
に
な
る
場

面
で
あ
る
が
、
相
違
点
は
永
青
文
庫
本
の
図
様
を
料
紙
二
枚
に
伸
ば
し
た
点
の
み
で
あ
る
。

東
大
国
文
本
中
巻
・
絵
２
は
、
梅
若
の
失
踪
に
蜂
起
し
た
山
門
の
衆
徒
が
、
梅
若
の
父
の
家
に
押
し

寄
せ
、家
を
焼
き
払
う
場
面
で
あ
る
が
、主
に
永
青
文
庫
本
上
巻
・
絵
２
の
後
半
の
戦
闘
場
面
を
中
心
に
、

人
物
を
追
加
し
て
一
段
に
し
て
い
る
。
詳
細
を
見
て
い
く
と
、刀
を
合
わ
せ
て
い
る
武
士
二
人
（【
図
１
】

Ａ
）
は
、
東
大
国
文
本
で
の
、
中
央
の
二
人
（【
図
２
】
Ａ
）
と
同

様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
に
い
る
三
人
の
武
士（【
図
１
】

Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
位
置
や
武
器
に
多
少
変
更
は
あ
る
が
、
同
位
置
の

三
人
の
武
士
（【
図
２
】
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
の
図
様
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

左
上
の
飛
び
降
り
て
い
る
武
士
（【
図
１
】
Ｅ
）
の
様
子
も
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
（【
図
２
】
Ｅ
）。

東
大
国
文
本
中
巻
・
絵
３
‐
１
は
、
山
門
の
蜂
起
に
触
発
さ
れ
、

戒
壇
の
設
立
を
決
意
す
る
寺
門
の
様
子
で
あ
る
が
、
永
青
文
庫
本

【図１】永青文庫本上巻・絵 10

【図２】東大国文本中巻・絵２



（89） − 134 −

上
巻
・
絵
11
‐
１
の
図
様
の
、
横
幅
を
縮
小
し
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
、
僧
侶
た
ち
の
一
部
や
庭
に
座
っ
て
い
る
人
物
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。
場
面
転
換
を
表
わ
す
丘
の
よ
う
な
も
の
は
見
え
ず
、
続
く
同
段
の
絵
３
‐
２
で
は
、
建
物
が
省
略
さ
れ
て
い
る
な
ど
背
景

は
相
違
し
て
い
る
が
、
二
人
の
人
物
や
壁
の
様
子
か
ら
永
青
文
庫
本
と
同
図
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
巻
・
絵
５
‐
２
は
、
避
難

す
る
寺
門
の
衆
徒
た
ち
の
う
ち
、
炎
上
し
て
い
る
三
井
寺
の
付
近
に
い
る
一
群
か
ら
五
人
の
図
様
を
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
炎
上

し
て
い
る
三
井
寺
の
様
子
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

次
の
巻
に
移
り
、
東
大
国
文
本
下
巻
・
絵
１
は
龍
が
天
狗
に
捕
わ
れ
、
梅
若
た
ち
が
い
る
牢
に
入
れ
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
天
狗
は

一
部
の
み
が
引
用
さ
れ
、
捕
ら
わ
れ
て
い
る
龍
の
様
子
に
も
変
更
は
あ
る
も
の
の
、
同
図
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
左
に

牢
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
梅
若
、
桂
寿
、
他
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
点
は
異
な
る
⑫
。
下
巻
・
絵
２
は
、
龍
の
助
け
で
脱
出
す
る
場

面
で
あ
る
が
、
人
物
の
図
様
は
ほ
ぼ
同
様
で
、
後
半
の
背
景
が
延
長
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
下
巻
・
絵
３
は
、
梅
若
が
自
分
の
失

踪
が
原
因
で
一
連
の
事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
入
水
を
決
心
し
て
桂
寿
に
桂
海
へ
の
手
紙
を
託
す
場
面
で
あ
る
が
、
建
物
を
描

き
く
わ
え
て
い
る
の
み
で
、
人
物
の
様
子
は
同
様
で
あ
る
。

下
巻
・
絵
４
は
梅
若
の
入
水
の
決
心
に
気
づ
い
た
桂
海
と
桂
寿
が
急
い
で
梅
若
の
も
と
に
向
う
途
中
、
稚
児
の
入
水
を
目
撃
し
た
人
々

に
遭
遇
す
る
場
面
で
あ
る
。
人
物
は
永
青
文
庫
本
・
下

巻
・
５
‐
２
と
同
様
で
あ
る
が
、
後
方
に
橋
が
追
加
さ

れ
て
い
る
。こ
の
橋
は
、永
青
文
庫
本
の
次
の
絵
６
‐
１
、

橋
で
遺
品
を
発
見
す
る
場
面
か
ら
橋
の
部
分
の
み
を
取
り

入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
橋
の
中
央
に
梅
若
の
遺
品

が
置
か
れ
て
い
る
点
が
同
じ
で
あ
る（【
図
３
】【
図
４
】）。

【図３】

永青文庫本下巻・絵６‐１

【図４】

東大国文本下巻・絵４
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下
巻
・
絵
５
は
、
梅
若
の
亡
骸
が
発
見
さ
れ
る
場
面
で
背
景
は
多
少
異
な
る
が
、
人
物
の
図
様
は
同
じ
で
あ
る
。
下
巻
・
絵
７
は
遁

世
し
た
桂
海
に
帰
依
す
る
人
々
の
様
子
が
描
か
れ
る
が
、
永
青
文
庫
本
の
図
様
の
横
幅
を
縮
小
し
た
よ
う
な
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

背
景
や
建
物
は
多
少
異
な
り
、
人
物
も
一
部
省
略
、
改
変
し
て
は
い
る
が
、
図
様
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2）
　
永
青
文
庫
本
の
他
の
場
面
の
図
様
か
ら
の
引
用

以
上
、
同
場
面
に
お
い
て
図
様
が
一
致
す
る
例
を
概
観
し
た
が
、
一
方
、
東
大
国
文
本
に
は
、
永
青
文
庫
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い

場
面
を
新
た
に
設
け
な
が
ら
、
永
青
文
庫
本
の
他
の
場
面
の
図
様
か
ら
引
用
し
て
い
る
例
が
二
つ
あ
る
。
中
巻
・
絵
４
、
山
門
と
寺
門

の
合
戦
で
桂
海
が
率
先
し
て
突
撃
す
る
場
面
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
全
体
の
構
成
は
新
し
い
が
、
武
士
た
ち
の
多
数
は
、
永
青
文
庫
本

下
巻
・
絵
１
‐
１
合
戦
場
面
の
図
様
か
ら
引
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
右
側
の
堀
の
外
側
に
い
る
武
士
た
ち
は
、
永
青

文
庫
本
下
巻
・
絵
１
‐
１
の
第
二
紙
に
描
か
れ
て
い
る
武

士
た
ち
の
図
様
を
利
用
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
（【
図

５
】【
図
６
】）⑬
。
詳
細
な
ポ
ー
ズ
に
少
し
違
い
は
あ
る
が
、

永
青
文
庫
本
の
騎
馬
兵
の
三
人
（【
図
６
】
①
）
の
図
様

は
、
東
大
国
文
本
の
堀
を
登
っ
て
い
る
三
人
の
武
士
（【
図

５
】
①
）
の
図
様
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

目
印
と
な
る
の
は
中
央
に
い
る
後
姿
が
描
か
れ
た
騎
馬
兵

【図５】永青文庫本下巻・絵 1‐ 1

【図６】東大国文本中巻・絵 4
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Ｂ
で
、
こ
の
人
物
の
ポ
ー
ズ
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
東
大
国
文
本
の
武
士
b
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
永
青
文
庫
本
の
武
士
Ａ

と
そ
の
下
の
Ｅ
は
、
左
手
を
前
に
し
て
合
成
す
る
形
で
、
東
大
国
文
本
の
武
士
a
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

永
青
文
庫
本
の
Ｃ
と
Ｆ
を
合
成
し
た
の
が
東
大
国
文
本
の
ｃ
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
、
②
で
囲
っ
た
二
人
の
武
士
Ｄ
と
Ｅ
で
は
、

Ｅ
の
場
合
、腕
が
逆
に
な
っ
て
は
い
る
が
、東
大
国
文
本
の
同
②
の
図
様
に
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、騎
馬
兵
の
前
を
走
っ

て
い
る
武
士
Ｇ
は
、
そ
の
武
器
や
ポ
ー
ズ
に
異
な
る
点
は
あ
る
が
、
全
体
の
構
図
上
、
堀
を
登
り
き
っ
た
桂
海
（【
図
６
】
ｇ
）
と
関
係

し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

続
い
て
、
寺
の
内
側
の
武
士
た
ち
に
は
、
永
青
文
庫
本
下
巻
・
絵
１
‐
１
最
後
の
第
四
紙
で
の
、
炎
上
し
て
い
る
三
井
寺
の
前
に
い

る
武
士
た
ち
の
図
様
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
引
用
が
明
確
な
の
は
、 

中
央
で
構
え
て
い
る
武
士
二
人
で
あ
る
（【
図
７
】
①
【
図
８
】
①
）。

そ
の
左
の
武
士
二
人
（【
図
８
】
②
）
は
違
う
人
物
な
が

ら
互
い
に
ポ
ー
ズ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
山
門
と
寺
門
の
合
戦
場
面
に
当
た
る
中
巻
・

絵
５
‐
１
は
、
永
青
文
庫
本
の
同
一
場
面
で
あ
る
下
巻
・

絵
１
‐
１
の
図
様
か
ら
引
用
す
る
代
わ
り
に
、
再
び
上

巻
・
絵
10
、
梅
若
の
父
の
家
で
の
戦
闘
場
面
の
図
様
か

ら
引
用
し
て
い
る
。
永
青
文
庫
本
の
右
上
の
三
人
（【
図

９
】
①
）
の
図
様
は
、
東
大
国
文
本
、
左
側
の
三
人
の

武
士
（【
図
10
】
①
）
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、永
青
文
庫
本
、

右
下
の
二
人
の
武
士
（【
図
９
】
②
）
の
図
様
は
、
多
少

【図７】永青文庫本下巻・絵１‐１

【図８】東大国文本中巻・絵 4
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の
変
更
は
あ
る
が
、
東
大
国
文
本
の
右
下
、
走
っ
て
く
る

二
人
の
武
士
（【
図
10
】
②
）
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
永
青
文
庫
本
で
地
面
に
伏
し
て
血
を
流
し
て
い
る

武
士
（【
図
９
】
③
）
の
図
様
は
、
攻
撃
を
受
け
て
倒
れ
か

け
て
い
る
武
士
（【
図
10
】
③
）
と
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、東
大
国
文
本
の
中
央
の
三
人
（【
図
10
】
Ａ
、

Ｃ
）
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
永
青
文
庫
本
上
巻
・
絵
10
後

半
の
武
士
三
人
（【
図
１
】
Ａ
、
Ｃ
）
の
図
様
を
再
び
取
り

入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3）
　
独
自
の
図
様

以
上
、
東
大
国
文
本
が
永
青
文
庫
本
の
図
様
を
引
用
し

て
い
る
箇
所
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、同
本
に
は
、永
青
文
庫
本
の
図
様
に
依
っ
て
い
な
い
絵
が
五
つ
あ
る
。
上
巻
・
絵
４
、絵
６
、絵
７
、

絵
８
、
下
巻
・
絵
６
が
そ
れ
で
あ
る
。
上
巻
・
絵
４
か
ら
８
ま
で
は
、
梅
若
の
手
紙
を
桂
海
に
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
逢
瀬
後
の
後
朝

の
歌
を
交
わ
す
ま
で
の
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
下
巻
・
絵
６
は
、
梅
若
の
入
水
後
、
遁
世
に
至
る
桂
海
の
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
五
つ
の
絵
の
う
ち
、
上
巻
・
絵
４
、
絵
７
、
絵
８
は
、
永
青
文
庫
本
に
同
場
面
の
絵
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
様
は

引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
大
国
文
本
は
、
永
青
文
庫
本
に
は
な
い
独
自
の
場
面
（
中
巻
・
絵
４
）
を
作
る
際
に
も
、

類
似
の
戦
闘
場
面
（
永
青
文
庫
本
下
巻
・
絵
１
‐
１
）
か
ら
図
様
を
引
用
す
る
ほ
ど
、永
青
文
庫
本
の
図
様
を
最
大
限
活
用
し
て
い
た
が
、

【図９】永青文庫本上巻・絵 10

【図 10】東大国文本中巻・絵５‐１
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こ
れ
と
は
矛
盾
す
る
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
五
つ
の
場
面
は
、
永
青
文
庫
本
の
図
様
を
引
用
し
て
い
る
他
の
段
と
は
絵
が
異
質
で
あ
り
、
雲
の
形
や
人
物
の

顔
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
桂
海
の
顔
は
、
永
青
文
庫
本
の
図
様
を
引
用
し
た
他
の
場
面
と
、
図
様
を
引
用
し
て
い
な
い
五
つ

の
場
面
と
で
は
、
大
き
く
異
な
る
。
後
ろ
姿
で
顔
が
よ
く
見
え
な
い
下
巻
・
絵
６
を
除
い
て
、
図
様
を
引
用
し
て
い
る
他
の
上
巻
の
絵

四
つ
と
上
巻
・
絵
４
、
絵
６
、
絵
７
、
絵
８
で
桂
海
の
顔
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
で
は
お
お
む
ね
丸
く
て
柔
ら
か
い
印
象
で
あ
る

が
（【
図
11
】）、
後
者
の
方
は
頬
骨
が
高
く
、
ま
ゆ
毛
も
独
特
な
形
を
し
て
お
り
（【
図
12
】）、
異
な
る
人
物
の
よ
う
に
み
え
る
⑭
。

ま
た
、
雲
の
形
も
、
他
の
場
面
と
上
記
五
つ
の
場
面
と
は
色
や
輪
郭
が
異
な
る
。
全
体
的
な
形
も
異
な
る
が
、
前
者
で
は
雲
の
青
い

色
が
薄
く
、
黄
色
い
紙
の
色
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
後
者
で
は
、
青
い
色
が
比
較
的
く
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

前
者
で
は
、
主
に
墨
線
の
み
で
雲
の
輪
郭
を

現
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
重
ね
て
描
い
た

白
い
線
は
そ
の
痕
跡
が
見
え
る
程
度
で
あ

る
。
一
方
、
後
者
で
は
墨
線
の
内
側
に
白
の

線
が
鮮
明
に
見
え
て
い
る
（【
図
13
】【
図

14
】）。
お
そ
ら
く
こ
の
五
つ
の
絵
は
、
図
様

を
引
用
し
た
他
の
絵
と
は
別
に
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
絵
は
い
ず
れ
も
各
場
面

の
詞
書
の
内
容
を
忠
実
に
説
明
す
る
絵
に

【
図
11
】
東
大
国
文
本
上
巻
・
絵
１
、
絵
２
、
絵
３
、
絵
５

【
図
12
】
同
上
巻
・
絵
４
、
絵
６
、
絵
７
、
絵
８
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な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
絵
４
は
、
梅
若
か
ら

返
事
を
も
ら
っ
た
桂
寿
が
桂
海
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
そ
れ
を
伝
え
る
部

分
を
絵
に
仕
立
て
て
い
る
が
、「
わ
ら
は
、
て
も
か
ろ
く
、
う
れ
し
く
て
、

い
そ
ぎ
も
ち
て
行
た
る
に
、
り
つ
し
（
桂
海
）、
め
も
あ
や
に
よ
ろ
こ

び
て
、（
中
略
）
ひ
ら
き
て
み
れ
ば
」
⑮
と
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
手
紙
を
開

い
て
い
る
絵
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
上
巻
・
絵
６
は
、
図
様
の
み
な
ら
ず
場
面
と
し
て
も
永
青
文

庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
詞
書
は
、
桂
海
が
逢
瀬
の
機
会
を
待
ち
わ

び
て
比
叡
山
へ
帰
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
桂
寿
が
き
て
、
今
夜
こ
そ

訪
れ
る
と
い
う
梅
若
の
言
葉
を
残
し
、
慌
た
だ
し
く
帰
る
と
こ
ろ
で
一
段
に
な
っ
て
い
る
。
絵
は
「
明
日
は
我
や
ま
へ
か
へ
り
な
ん
と

お
も
ひ
け
る
と
こ
ろ
に
、
わ
ら
は
来
り
て
、『
こ
よ
ひ
こ
そ
（
中
略
）
こ
れ
へ
し
の
び
や
か
に
御
い
り
候
べ
し
と
、
お
ほ
せ
ら
れ
候
つ
る

ぞ
。
門
さ
ゝ
で
、
か
ら
な
ず
御
ま
ち
あ
る
べ
し
』
と
、
い
そ
が
し
げ
に
い
ひ
す
て
て
、
か
へ
り
け
り
」
と
い
う
詞
書
に
対
応
し
て
お
り
、

座
敷
に
上
が
り
も
せ
ず
縁
側
で
話
し
て
い
る
桂
寿
の
様
子
に
「
い
そ
が
し
げ
に
」
と
い
う
言
葉
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

上
巻
・
絵
７
は
逢
瀬
が
描
か
れ
る
詞
書
・
第
七
段
の
う
ち
「
わ
ら
は
、
ち
や
う
ち
ん
を
、
さ
そ
う
の
ゝ
き
に
か
け
て
、
し
よ
ゐ
ん
の

と
を
ほ
と
〳
〵
と
た
ゝ
き
て
、『
こ
れ
に
御
わ
た
り
候
や
ら
ん
』
と
あ
ん
な
い
す
れ
ば
、
り
つ
し
、
い
ふ
べ
き
か
た
を
も
し
ら
で
、
ち
と
、

か
た
わ
ら
に
身
を
そ
ば
む
る
け
し
き
に
て
、
あ
る
よ
し
を
ぞ
し
ら
せ
け
る
。
わ
ら
は
、
ま
た
に
は
に
た
ち
か
へ
り
、『
は
や
御
い
り
候
へ
』

と
申
せ
ば
、
ち
ご
は
、
さ
き
だ
つ
て
つ
ま
ど
を
な
ら
す
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
傘
の
と
な
り
に
あ
る
、
軒
に
か
け
ら
れ
て
い

る
提
灯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
の
本
文
に
「
ぎ
よ
な
ふ
の
ち
や
う
ち
ん
に
、
ほ
た
る
を
入
て
」
と
あ
り
、
絵
は
こ
れ
を
生
か
し
た
表
現 【図 14】上巻・絵８

【図 13】上巻・絵４
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に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（【
図
15
】）。

上
巻
・
絵
８
は
、
後
朝
の
歌
を
交
わ
す
詞
書
・
第
八
段
の
う
ち
、「
り
つ
し
は
、
ち
ご
を
を
く
り
て
、
あ
か
つ
き
出
た
り
つ
る
ま
ゝ
に
て
、

い
ま
だ
内
へ
も
い
り
え
ず
、
も
ん
の
か
ら
い
し
き
の
う
へ
に
、
た
ち
か
ね
て
ゐ
た
る
と
こ
ろ
に
、
わ
ら
は
来
て
、
御
ふ
み
と
て
、
さ
し

い
だ
し
た
り
」
に
対
応
し
て
い
る
。
詞
書
通
り
に
、「
か
ら
い
し
き
」（
門
の
柱
の
下
に
あ
る
四
角
な
材
⑯
）
の
上
に
座
っ
て
い
る
桂
海
と
、

手
紙
を
手
に
持
っ
て
い
る
桂
寿
の
姿
が
描
か
れ
る
（【
図
16
】）。
下
巻
・
絵
６
は
、
梅
若
の
入
水
後
、
遁
世
し
た
桂
海
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
詞
書
「
後
に
は
、
に
し
や
ま
い
は
く
ら
に
、
あ
ん
し
つ
を
む
す
び
て
ぞ
、
つ
と
め
を
こ
な
ひ
け
る
」
を
絵
に
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
内
容
か
ら
推
論
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
東
大
国
文
本
が
参
照
し
た
永
青
文
庫
本
の
図
様
に
は
、
東
大
国
文
本
が
引
用
し
て
い

な
い
図
様
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、少
な
く
と
も
東
大
国
文
本
の
独
自
の
図
様
で
あ
る
上
巻
・
絵
４
、 

７
、 

８
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
大
国
文
本
は
、
永
青
文
庫
本
の
図
様
を
最
大
限
に
活
用
し
て
絵
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
の

引
用
の
姿
勢
か
ら
、
す
で
に
あ
っ
た
図
様
を
引
用
せ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
新
調
し
た
と
は

考
え
に
く
い
。
上
巻
の
絵
４
、
絵
６
、
絵
７
、
絵
８
は
新
調
し
な
が
ら
、
間
の
絵
５

の
み
永
青
文
庫
本
の
図
様
か
ら
引
用
す
る
必

然
性
も
な
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
東
大
国
文
本
が
も
と
に
し
た
永
青

文
庫
本
の
図
様
は
、
人
物
の
い
る
空
間
を
中

心
と
す
る
一
方
、
段
落
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
背
景
は
い
ず
れ
も
相
違

【図 15】上巻・絵７

【図 16】上巻・絵８
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が
見
ら
れ
、
全
体
が
一
致
す
る
も
の
は
な
い
も
の
の
、
人
物
は
そ
の
仕
草
ま
で
が
同
一
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
他
の
図
様
の
引
用
と
は
異
な
り
、
戦
闘
場
面
の
引
用
の
み
複
雑
に
な
っ
て
い
る
点
も
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
裏
づ
け
る
も
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
永
青
文
庫
本
下
巻
・
絵
１
‐
１
と
絵
１
‐
２
は
炎
上
し
て
い
る
三
井
寺
の
様
子
で
場
面
転
換
さ
れ
て
い
る
が
、
東
大
国

文
本
は
両
場
面
の
人
物
の
図
様
を
中
巻
・
絵
４
と
中
巻
・
絵
５
‐
２
に
別
々
に
引
用
し
て
お
り
、
一
方
、
三
井
寺
炎
上
の
図
様
は
引
用

し
て
い
な
い
。
だ
が
、
三
井
寺
の
炎
上
は
、
中
巻
・
絵
５
‐
１
の
上
段
に
描
か
れ
、
永
青
文
庫
本
の
図
様
に
よ
ら
な
い
表
現
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
場
面
の
図
様
は
、
同
じ
合
戦
場
面
で
あ
る
永
青
文
庫
本
下
巻
・
絵
１
‐
１
で
は
な
く
、
父
の
家
の
炎
上
を
描
く

上
巻
・
絵
10
の
図
様
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
背
景
ま
で
が
忠
実
に
描
か
れ
、
段
落
が
分
か
る
図
様
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は

起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
の
場
面
と
は
異
な
り
、
戦
闘
場
面
を
描
い
た
永
青
文
庫
本
上
巻
・
絵
10
と
、
下
巻
・
絵
１
‐

１
は
、
絵
の
一
部
を
見
る
限
り
で
は
、
ど
の
戦
闘
場
面
を
描
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
引
用
と
創
作
が
同

時
に
起
こ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

３
．
東
大
国
文
本
と
ソ
ウ
ル
大
本
と
の
関
係

ソ
ウ
ル
大
本
は
内
田
康
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
上
下
二
冊
の
う
ち
上
の
み
の
零
本
で
、
奈
良
絵
本
①
武
田
祐
吉
旧

蔵
本
と
は
、
本
文
の
相
違
か
ら
別
系
統
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑰
。
ソ
ウ
ル
大
本
と
東
大
国
文
本
は
【
別
表
１
】
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
詞

書
の
段
落
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、【
別
表
２
】
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
る
場
面
も
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
東
大
国

文
本
の
図
様
を
単
純
化
す
る
形
で
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
東
大
国
文
本
の
図
様
か
ら
背
景
を
省
略
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
絵
が
該
当
す
る
。
ま
た
、
建
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物
の
線
が
右
か
ら
左
斜
め
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
絵
３
、
絵
４
、
絵
７
、
絵
８
は
、
建
物
が
左
側
に
配
置
し
な
お
さ
れ
て
い
る
。
人
物

の
姿
勢
や
位
置
に
も
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
同
図
様
か
ら
の
変
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

両
方
の
絵
を
比
較
す
る
と
、
絵
１
は
梅
若
が
帳
の
中
か
ら
外
に
出
て
お
り
、
桂
海
は
梅
若
と
向
か
い
合
う
姿
勢
に
変
わ
っ
て
い
る
。

絵
２
で
は
、
垣
間
見
ら
れ
る
梅
若
が
振
り
返
る
代
わ
り
に
、
完
全
に
桂
海
の
方
を
向
い
て
い
る
。
絵
３
で
は
、
東
大
国
文
本
で
は
稚
児

と
僧
侶
が
混
在
し
て
い
る
が
、
ソ
ウ
ル
大
本
で
は
桂
寿
以
外
は
す
べ
て
僧
侶
に
し
、
童
の
存
在
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
絵
４
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
建
物
が
左
側
に
配
置
し
な
お
さ
れ
、
人
物
の
仕
草
は
む
し
ろ
永
青
文
庫
本
の
図
様
に
類
似
す
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、

絵
５
も
人
物
の
様
子
や
人
数
、
進
行
方
向
が
変
っ
て
は
い
る
が
、
両
場
面
は
、
全
体
の
絵
の
場
面
設
定
の
一
致
か
ら
、
東
大
国
文
本
の

図
様
か
ら
の
変
更
と
一
応
推
測
さ
れ
る
。
続
く
絵
６
は
、
東
大
国
文
本
の
独
自
の
場
面
で
あ
る
上
巻
・
絵
６
の
図
様
を
引
用
し
て
お
り
、

詞
書
の
段
落
も
一
致
す
る
。
ま
た
、
絵
７
も
、
人
物
の
配
置
に
は
変
化
は
見
ら
れ
る
が
、
座
敷
の
中
に
待
っ
て
い
る
桂
海
の
様
子
や
壁

際
に
置
か
れ
て
い
る
傘
か
ら
、
東
大
国
文
本
の
図
様
か
ら
の
変
更
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
絵
８
は
桂
海
が
座
る
代
わ
り
に
立
っ
て
い

る
点
の
み
異
な
る
。
最
後
の
絵
９
は
、
梅
若
と
桂
寿
を
騙
し
て
拉
致
し
よ
う
と
す
る
山
伏
（
実
は
天
狗
）
が
下
に
立
っ
て
お
り
、
輿
を

担
ぐ
人
た
ち
も
輿
の
上
下
に
分
か
れ
て
い
る
な
ど
、
多
少
の
変
更
は
見
ら
れ
る
が
、
絵
の
全
体
の
構
造
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
東

大
国
文
本
と
同
じ
く
、
ソ
ウ
ル
大
学
本
も
左
右
二
枚
の
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。

以
上
、
絵
の
場
面
設
定
が
一
致
し
、
図
様
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
両
本
は
本
文
上
で
も
酷
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
内
田
氏
は
本
文
に
つ
い
て
、
流
布
本
の
な
か
で
は
古
活
字
版
平
仮
名
本
と
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
と
し
、
古
活
字
版
平
仮
名
十
一

行
本
と
の
校
異
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
物
語
の
時
代
背
景
を
現
す
冒
頭
の
一
文
「
か
の
ほ
り
川
の
院
の
御
宇
」
を
挙
げ
、
他
本
の
「
一

条
院
の
御
宇
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
本
）
や
「
後
堀
河
院
の
御
宇
」（
諸
本
）
⑱
と
は
異
な
り
、
瞻
西
上
人
（
桂
海
）
の
生
存
期

間
と
整
合
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
し
て
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
独
自
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
東
大
国
文
本
も
該
当
箇
所
が
「
か
の
ほ
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り
川
の
ゐ
ん
の
御
宇
」
に
な
っ
て
お
り
⑲
、
古
活
字
版
平
仮
名
十
一
行
本
と
の
異
同
個
所
に
お
い
て
、
ソ
ウ
ル
大
本
と
一
致
す
る
傾
向
が

あ
る
。
両
本
は
絵
・
詞
書
と
も
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
秋
夜
長
物
語
』
の
東
大
国
文
本
の
詞
書
や
図
様
を
中
心
に
、
永
青
文
庫
本
及
び
ソ
ウ
ル
大
本
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
東
大

国
文
本
の
本
文
は
、
古
活
字
版
平
仮
名
十
一
行
本
に
も
っ
と
も
近
く
、
絵
は
ほ
と
ん
ど
永
青
文
庫
本
の
図
様
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
引
用
し
た
図
様
は
人
物
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
全
段
落
の
絵
を
含
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
お
そ
ら
く
東
大
国
文
本
は
、
こ
の
よ
う
な
永
青
文
庫
本
の
図
様
を
も
と
に
段
落
を
設
け
、
本
文
上
で
、
絵
が
必
要
と
さ
れ
る
段

に
引
用
で
き
る
永
青
文
庫
本
の
図
様
が
な
い
場
合
に
は
、
詞
書
に
よ
っ
て
絵
を
新
調
し
て
作
ら
れ
た
絵
巻
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
描
か

れ
る
場
面
の
一
致
に
比
べ
る
と
、
詞
書
の
段
落
の
一
致
が
少
な
い
点
は
こ
の
よ
う
な
制
作
過
程
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
と
整
合
性
が
あ

る
⑳
。
絵
草
紙
屋
の
存
在
も
想
起
さ
れ
、
江
戸
前
期
の
絵
巻
制
作
の
事
例
と
し
て
も
興
味
深
い
伝
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
ソ
ウ

ル
大
本
は
東
大
国
文
本
の
図
様
を
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
詞
書
も
同
古
活
字
版
平
仮
名
十
一
行
本
系
統
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら

に
他
の
伝
本
に
は
な
い
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
類
似
性
が
意
味
す
る
も
の
や
、
古
活
字
版
平
仮
名
十
二
行
本

と
の
関
係
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

※
調
査
に
際
し
て
、 

所
蔵
者
各
位
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
永
青
文
庫
の
三
宅
秀
和
氏
、東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
の
神
田
祥
子
氏
、

ソ
ウ
ル
大
学
中
央
図
書
館
古
文
献
資
料
室
の
ソ
ン
・
ジ
ヒ
ョ
ン
氏
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
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【別表１】

永青文庫本東大国文本ソウル大本

上1上1上1

222
3 3

3

4
544

655

7

66

77

88

8
9

中1

9

10

10（終）

2

「その夜よりわかきみうせさせ給ひたること…」

113

下1

4
5

「によいこえをふせきけるつはもの…」

2下1

32
3

「わか君とわらはとは我ふるさとを…

わらは御ふみをとりやまへたつねのほりたれは」

4
5

4

6

5

「りつしもわらはも心あきれ…

ちのなみた袖にみつとそなかれける」

6 7
87

98

「ほとけのつねはえんよりおこる事なれは…」
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【別表２】
永青文庫本東大国文本ソウル大本

上巻・絵1‐1上巻・絵1（上引用）絵1（上引用）

上巻・絵1‐2（錯簡か）ナシナシ

上巻・絵2‐1上巻・絵2（上引用）絵2（上引用）
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上巻・絵2‐2ナシナシ

上巻・絵3ナシナシ

上巻・絵4上巻・絵3（上引用）絵3（上引用）

上巻・絵5‐1ナシナシ

上巻・絵5‐2上巻・絵4（引用×）絵4（上引用）

上巻・絵6上巻・絵5（上引用）絵5（上引用）
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ナシ上巻・絵6（引用×）絵6（上引用）

上巻・絵7上巻・絵7（引用×）絵7（上引用）

上巻・絵8上巻・絵8（引用×）絵8（上引用）
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上巻・絵9中巻・絵1（上引用）上・絵9（上引用）

上巻・絵10中巻・絵2（上の後半引用）（終）
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永青文庫本東大国文本永青文庫本東大国文本

上巻・絵11‐1中巻・絵3‐1

（上引用）

ナシ中巻・絵4（永青

文庫本下・絵1‐1

第二紙、第四紙引用）

上巻・絵11‐2

（後半）

（第三段につづく）
中巻・絵3‐2

（上引用）

（第四下段につづく）
下巻・絵1‐1

（第二紙、第四紙）

中巻・絵5‐1

（永青文庫本上・絵

10引用）
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下巻・絵1‐2中巻・絵5‐2

（上引用）

下巻・絵3‐1下巻・絵2

（上引用）

下巻・絵2下巻・絵1

（上引用）

下巻・絵3‐2ナシ

下巻・絵4‐1ナシ

下巻・絵4‐2下巻・絵3

（上引用）

下巻・絵5‐1ナシ
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下巻・絵5‐2下巻・絵4

（上の二場面引用）
ナシ下巻・絵6

（引用×）

下巻・絵6‐1

下巻・絵7ナシ

下巻・絵8下巻・絵7

（上引用）

下巻・絵6‐2下巻・絵5

（上引用）
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【
注
】

①
平
沢
五
郎
「
秋
乃
夜
長
物
語
―
伝
本
解
題
並
び
に
翻
印
四
種
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
一
、一
九
六
二
年
三
月
）、
同
「
本
館
収
蔵
秋
夜
長
物
語
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
二
二
、一
九
六
二
年
七

月
）、 
同
「
秋
乃
夜
長
物
語
（
続
）
―
伝
本
解
題
並
び
に
翻
印
三
種
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
、一
九
六
二
年
三
月
）。
横
山
重
、松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
（
角
川
書
店
、

一
九
七
三
年
）、
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
補
遺
一
（
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
）。

②
松
本
隆
信
「
室
町
時
代
の
稚
児
物
語
の
諸
本
」（
小
松
茂
美
編
『
芦
引
絵
』
続
日
本
絵
巻
大
成
二
〇
・
月
報
一
六
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）。

③
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
日
本
古
典
資
料
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
松
本
隆
信
「
増
訂　

室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（
奈
良
絵
本

国
際
研
究
会
議
編
『
御
伽
草
子
の
世
界
』、
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
）
を
も
と
に
新
し
い
情
報
を
加
え
て
作
成
し
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
本
は
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

全
画
像
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
下
巻
の
最
後
の
絵
に
当
た
る
断
簡
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
永
青
文
庫
本
は
斯
道
文
庫
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
用
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
〈
細
川
家
の
名
宝
〉（
二
〇
一
一
年
）
で
上
巻
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
日
本
古
典
籍
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
蔵
（
北
岡
文
庫
）

の
絵
巻
は
永
青
文
庫
本
が
委
託
さ
れ
た
際
に
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
大
国
文
本
と
ソ
ウ
ル
大
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
全
巻
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館
本
は
内
田
康
「
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館
蔵
・
奈
良
絵
本
『
秋
の
夜
の
長
物
語
』
―
翻
刻
と
紹
介
―
」（『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
二
六
、一
九
九
八
年
二
月
）
に
翻
刻

さ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
１
平
沢
氏
（
一
九
六
二
年
三
月
）
の
奈
良
絵
本
①
武
田
祐
吉
旧
蔵
本
の
解
題
は
、
奈
良
絵
本
②
横
山
重
旧
蔵
の
副
本
・
解
題
に
よ
る
。
奈
良
絵
本
③
徳
江
元
正

蔵
本
は
未
見
。
奈
良
絵
本
⑤
石
川
透
蔵
本
は
同
氏
「『
秋
夜
長
物
語
』
絵
巻　

解
題
・
影
印
」（『
古
典
資
料
研
究
』
二
三
、二
〇
一
一
年
六
月
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
画
像
が
不
鮮

明
な
た
め
他
本
と
の
関
係
は
不
明
。

④
寛
文
～
元
禄
の
推
定
は
前
掲
注
２
松
本
氏
及
び
日
本
古
典
資
料
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
記
録
に
よ
る
。
以
下
、
書
誌
の
具
体
的
な
名
称
は
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
て
い
る
。

⑤
東
大
国
文
本
は
、前
掲
注
１
松
本
氏
の
目
録
で
は（
九
）（
ハ
）寛
永
十
九
年
安
田
十
兵
衛
版
の
項
の
下
に
位
置
し
て
い
る
が
、（
九
）（
イ
）古
活
字
版
平
仮
名
十
一
行
本
に
よ
り
近
い（（
九
）

（
ロ
）
古
活
字
版
平
仮
名
十
二
行
本
と
の
関
係
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
）。

⑥
表
は
段
落
の
区
切
り
を
現
す
も
の
で
、
セ
ル
の
大
き
さ
は
本
文
の
長
さ
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⑦
大
倉
隆
二
「
永
青
文
庫
蔵
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」（『
美
術
史
』
三
三
・
二
、一
九
八
四
年
五
月
）、
一
〇
〇
頁
、
上
段
。

⑧
永
青
文
庫
本
に
は
錯
簡
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
正
す
と
下
巻
は
詞
書
・
絵
と
も
に
九
段
と
な
る
。
上
巻
・
絵
１
は
五
つ
の
料
紙
を
使
用
し
て
二
つ
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

場
面
転
換
に
使
用
さ
れ
る
霞
が
第
三
紙
と
第
四
紙
と
で
繋
が
っ
て
い
な
い
。
第
四
紙
か
ら
は
一
群
の
僧
侶
た
ち
が
社
殿
の
前
に
参
籠
す
る
様
子
が
描
か
れ
、
第
一
段
の
詞
書
の
内
容
と

も
無
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
下
巻
・
第
八
段
、
園
城
寺
の
衆
徒
三
〇
人
が
新
羅
明
神
社
で
通
夜
し
て
事
件
の
一
部
始
終
の
夢
を
み
る
場
面
に
当
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
の
下
巻
・

第
八
段
の
絵
に
は
、
遁
世
し
た
桂
海
に
帰
依
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
は
次
の
詞
書
・
第
九
段
の
内
容
に
相
当
す
る
。
実
際
は
上
巻
・
絵
１
‐
２
は
、
下
巻
・
第
八

段
に
位
置
し
、
最
後
の
第
九
段
の
詞
書
と
絵
は
、
順
番
が
逆
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
注
７
前
掲
論
文
。
千
野
香
織
「「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」「
伊
勢
物
語
」
解
説
」（『
季
刊
永
青
文
庫
』
三
四
、一
九
九
〇
年
）、
東
京
国
立
博
物
館
外
編
『
細
川
家

の
至
宝
―
珠
玉
の
永
青
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年
）
は
十
六
世
紀
と
す
る
。

⑩
注
３
松
本
氏
前
掲
論
文
。

⑪
右
の
二
人
が
桂
海
と
桂
寿
で
あ
る
こ
と
は
、
永
青
文
庫
本
の
前
段
に
描
か
れ
て
い
る
桂
海
と
桂
寿
の
服
装
か
ら
確
認
で
き
る
。

⑫
こ
れ
は
東
大
国
文
本
の
新
し
い
工
夫
と
い
う
よ
り
、
永
青
文
庫
本
の
こ
の
段
の
絵
に
続
き
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
内
容
を
参
照
さ
れ
た
い
。



（108）− 115 −

⑬
永
青
文
庫
本
下
巻
・
絵
１
‐
１
は
料
紙
四
枚
で
構
成
さ
れ
る
最
も
長
い
場
面
で
あ
る
。

⑭
注
12
、
東
大
国
文
本
下
巻
・
絵
１
の
後
半
の
場
面
は
、
永
青
文
庫
本
を
引
用
し
て
い
る
他
の
場
面
と
梅
若
や
桂
壽
の
顔
が
共
通
す
る
。
東
大
国
文
本
の
創
作
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る

理
由
で
あ
る
。

⑮
以
下
、
本
文
の
翻
刻
及
び
（　

）
の
中
の
説
明
は
筆
者
に
よ
る
。
句
読
点
、
濁
点
を
つ
け
、
会
話
文
に
は
『
』
を
加
え
た
。

⑯
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、「
か
ら
い
し
き
」【
唐
石
敷
・
唐
居
敷
】。

⑰
注
２
前
掲
論
文
。

⑱
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
の
異
本
注
記
に
「
二
条
院
」
と
あ
る
。

⑲
「
か
の
ほ
り
河
の
院
の
御
宇
」
と
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
伝
本
に
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
弗
居
庵
蔵
書
印
の
写
本
が
あ
る
。
本
写
本
は
本
文
の
十
七
丁
裏
で
二
行
の
空
白
を
残
し

て
改
丁
し
て
い
る
が
、
そ
の
箇
所
は
ソ
ウ
ル
大
本
の
上
の
終
り
と
一
致
し
て
い
る
。

⑳
図
様
を
引
用
し
て
い
な
い
上
巻
・
第
四
段
と
第
八
段
の
段
落
が
一
致
す
る
の
は
、
本
文
が
和
歌
で
締
め
く
く
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
一
段
に
し
や
す
い
場
面
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
下
巻
・

第
六
段
も
、
事
件
の
顛
末
が
明
か
さ
れ
る
段
で
、
前
の
段
と
は
内
容
上
、
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。

＊
討
論
要
旨

石
川
透
氏
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
未
見
で
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
東
大
国
文
本
を
寛
文
、
元
禄
頃
の
成
立
と
し
た
の
に
対
し
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
成
立
を
寛
永
頃
と
し
た
根
拠
に
つ
い
て
質

問
し
た
。
発
表
者
は
、
東
大
国
文
本
は
先
行
研
究
で
あ
る
松
本
隆
信
「
室
町
時
代
の
稚
児
物
語
の
諸
本
」
お
よ
び
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
依
拠
し
た
と
回
答
し
た
。
ま
た
、

ソ
ウ
ル
大
本
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
あ
る
内
田
康
の
論
に
時
代
言
及
が
な
く
、『
御
伽
草
子
事
典
』
に
当
時
横
本
が
多
く
作
ら
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
し
た
と
答
え
な
が

ら
、
時
代
上
の
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
も
認
め
た
。

回
答
を
受
け
て
石
川
透
氏
は
、
横
型
本
は
寛
永
期
よ
り
元
禄
期
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
金
を
用
い
た
ソ
ウ
ル
大
本
は
そ
の
間
の
期
間
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、
東
大

本
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、『
秋
夜
長
物
語
』
の
絵
入
り
版
本
は
新
し
い
時
代
の
も
の
し
か
な
く
、
二
種
類
の
本
が
粉
本
の
存
在
を
含
め
て
ど
の
よ
う
な
制
作

過
程
を
経
て
生
ま
れ
た
か
興
味
深
い
と
付
け
加
え
た
。
発
表
者
は
、
立
教
大
学
に
絵
入
り
版
本
が
二
点
あ
る
が
、
詞
書
と
絵
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
補
足
し
つ
つ
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
と
回
答
し
た
。

次
に
楊
暁
捷
氏
は
、「
引
用
」
と
い
う
語
の
選
択
に
ど
れ
ほ
ど
慎
重
で
あ
っ
た
か
問
題
に
し
た
上
で
、
構
図
の
異
な
る
絵
や
同
一
の
絵
を
違
う
箇
所
に
配
置
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の

か
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、
資
料
と
時
間
の
制
約
も
あ
り
「
引
用
」
の
語
を
大
雑
把
に
用
い
た
こ
と
を
認
め
、
図
様
の
引
用
と
解
釈
は
美
術
史
に
先
行
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
不

明
点
も
多
い
た
め
、
も
う
少
々
他
の
事
例
を
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
回
答
し
た
。

続
い
て
佐
伯
順
子
氏
は
、
発
表
者
が
指
摘
し
た
図
像
の
異
な
り
や
構
図
の
変
化
は
『
秋
夜
長
物
語
』
の
プ
ロ
ッ
ト
の
根
本
に
変
化
や
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
質
問
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
発
表
者
は
、
大
き
な
影
響
は
与
え
て
い
な
い
と
回
答
し
た
。
佐
伯
氏
は
更
に
、
成
立
期
が
寛
永
期
だ
と
し
て
、
当
時
の
男
色
風
俗
の
実
態
と
『
秋
夜
長
物
語
』
に
お
け
る
単
身
の
あ

り
方
に
何
か
関
係
が
あ
る
か
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、江
戸
時
代
前
期
の
絵
巻
の
制
作
背
景
に
は
不
明
点
が
多
く
、男
色
文
化
と
こ
の
絵
巻
の
受
容
に
関
係
が
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、

具
体
的
な
関
係
性
は
ま
だ
明
瞭
で
は
な
い
と
回
答
し
た
。


